


























































































































































































































































































































































本日迄、疵傷 て入院する者六十余名。〇この夜、鎮台看囚宍戸某と共に県庁雇古藤某布田某をして、小島碇泊の軍艦に消息を通し、且東西京へ電報を仕出す為め城中より潜出せしむ。同夜、青山八等属を出して台兵幷南関に在る仮県庁へ城中の消息を通せしむ。二月廿五日、賊兵焼残りの土塀なとに寄りて狙撃す 間に弓矢を携ゆる者あり、当県神風連の残党か。〇城中酒尽るを以、焼残の土蔵に就きて酒 求む。敵兵の為め遮られて果さす て帰 。〇開戦より今日に至るまて台兵の
死〔斃〕













必す賊丸に中りて死せりと。其尸を探かせとも得す。然るに本日に至り、藤崎の麓より仰ひて麾く者あり。台兵以賊とし一丸を発す。中らす 尚麾ひて止す。依て台兵其傍に至り之を見れは 則先 斎藤某にて頬部及足脛を射徹され、白昼動くときは賊に認められんこと 恐れ、菰を冑りて静か 伏し、夜 間を伺ひ僅に葡
　
し、八日を経て











三月十三日、 昨日午後五時より段山伐攻撃をはしめ、 本日午後三時に至り賊兵敗走す。 此戦や開戦以来の大激戦にて、現に賊尸の戦跡にあるもの百余（官兵死傷九十余名） 、生摛者四名、小銃二百有余、弾薬千有余個、其他刀剣等を分捕す。○斃死したる賊兵木札に薩州村尾直二郎、裏に五の八番小隊と書するを付たるもの、左の書翰を懐中より。













































































































































































































































































































































































































































































なる。当時、伊藤博文（一八四一～一九〇九年）は参議兼工部卿で、大久保が暗殺（一八七八年）されるまでの数年間、大久保の右腕であった。しかも 伊藤と品川は同郷 盟友である。京都の太政官に最新の戦況を通じ ためには、地方官・警察機構を掌握する内務省（大久保）と電信局を管轄する工部省（伊藤）の連携が不可欠だったのである。





















うことになるが、それでも砲弾 飛び交う現地で、治安を掌る内務省の責任者として警官隊と熊本県官を指揮した者の記録 して、重要な史料と言うことができる。 「東大本」との相違、谷や富岡の報告書との照合等、今後更なる考証が必要である。
史料⑤⑥⑦⑪は、桂太郎の書翰である。但し、 「一般兵役に関すること」 （⑤の封筒） 、 「対露問題のこと、樺山大
将の外遊
疎〔阻〕
止のこと」 （⑥の封筒） 、 「在朝鮮の伊藤に国内の状況を報ず」 （⑦の封筒） 、 「日露外交問題」 「桂公より
井上侯へ」 （⑪の封筒および巻封）と記されているものは、全 異筆である。
内訳は、史料⑤が青木周蔵（一八四四～一九一四年）宛、⑥⑦が伊藤博文宛、⑪が井上馨 一八三五～一九一五
































































































福田以久生「横浜市立大学図書館所蔵の古文書について」 （一）～（二） （ 『横浜市立大学論叢』人文科 系列、二三‐二・三、 一九七二年および二八‐一、 一九七七年） 同「横浜市立大学図書館所蔵文書について
　
その三」 （同右、三〇‐
二・三、 一九七九年） 。横浜市立大学六十年史編集委員会編『横浜市立大学六十年史』 （ 、一九九一年）七五四～七六二頁購入費用は全二七点合計で一一万六二〇〇円（現在の換算で約三五〇万円）であった。内訳は、 「紀朝臣葛成墾田売券」が最高で三万五〇〇〇円、近代史料では木戸孝允書翰（史料②）の 八 〇 、三条実美書翰（史料①）の二五〇〇円と続き、最も安い渋沢栄 書翰（史料③）が二五〇円であった。ちなみに、一九五一年の図書購入費は三八〇万円、翌一九五二年は四三〇万円であったことから、年次図書購入費の三％近い金額だったことが分かる（前掲『横浜市立大学六十年史』七五六頁） 。当時の公務員の初任給は六 〇円程度であった（週 朝日編『値段の明治大正昭和風俗史』上、朝日新聞社 一九八七年 五八三頁） 。翻刻にあたっては、片仮名と変体仮名を平仮名にあらため、異体字は常用漢字に直し、適宜句読点 付した。 確な誤りにはルビを付した。人名・役職 〔
　
〕を付して補った。文頭の追って書きは、本文の前に一行を空け、文末の





となった。佐々木克他編『岩倉具視関係史料集』上・下（思文閣出版、二〇一二年） 。日本史籍協会編『岩倉具視関係文書』六（東京大学出版会、一九六九年）三五四～三五五頁。岩倉公旧蹟保存 公実記』下（皇后宮職、一九二七年） 日本史籍協会編『岩倉具視関係文書』全八巻（東京大学出版会、一九六八～一九六九年） 、 『三条実美公年譜』 （宗高書房、一九六九年） 。同時期の島津久光については、刑部芳則『洋服・散髪 脱刀』 （吉川弘文館 二〇一〇 、同『明治国家の服制と華族』（吉川弘文館、二〇一二年） 、久保正明「明治六年政変前後の島津久光派」 （ 『日本史研究』六一一、 二〇一三年）を参照。国立国会図書館憲政資料室所蔵「三条実美関係文書」書翰の部一九一
︱
一〇〇、 岩倉具視書翰三条実美宛、 一八八一（明

























村田峰次郎編『品川子爵伝』 （マツノ書店復刻、 一九八九年、 初出一九一〇年刊行） 。西南戦争中の品川について 、 「かな文字」書翰が一通掲載されているだけである。伊藤隆・季武嘉也編『近現代日本人物史料情報辞典』一～四（吉川弘文館、二〇〇四～一一年） 。尚友倶楽部編『品川弥二郎関係文書』一～七（山川出版社、一九 三～二〇一一年） 。但し、青木周蔵、三宮義胤、前島密、松本鼎からの に 戦からの生還を祝うものが含まれている。千葉功編『桂太郎発書翰集』 （東京大学出版会、二〇一一年）三一頁、三九 四 頁、五〇頁、六六～六七頁。日本史籍協会編『大久保利通日記』一（東京大学出版会、 九六九年） 八六 年八月二〇日条。勁草書房版全二三冊（一九七七～八二年） 、講談社版全二三巻（ 九七六 九四年） 。特に 後者の二巻と別巻には大久保宛勝書翰（二六通）と勝宛大久保書翰（八通）が収録されて るが、本書翰は未収録である。前掲『伊藤博文関係文書』五、 二三六頁。当該期の品川書翰 士族授産関係のものが多 （二三八 まで） 。同右、一、 一九七三年、一九一頁、 〇四～ 〇五頁。同右、七 一九七 年、二六二頁、二六六頁、三〇九頁。前掲『桂太郎発書翰集』では、 史料⑤ ⑪を文面上の受信人（青木周 ・井上馨）ではなく、 最終的受信人（＝伊藤博文）宛書翰として分類している。国立国会図書館五〇年史編纂委員会編『国立国会図書館五〇年史
　
本編』 （一九九九年）三〇六頁、大久保利謙『日本
近代史学事始め』 （岩波書店、一九九六年）一五七～一五九
二〇二一二二二三二四二五二六二七二八二九三〇三一三二
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